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小田 博之･駅場 春樹･藤下 墳
今年度はアンケート法により山口県の野生ニホ
ンザルの分布についての調査をした｡また島根県
で,テレメーター法による調査の検討と群れ数の
把握を計画した｡結果および今後の調査問題点は
次の通りである｡
アンケートの結果 :山口県の全域を対象として,
1987年度と全く同じ方法で野生ニホンザルの分布
調査を試みた結果,分布に変化はなかった｡アン
ケートだけの集計であるが,群れ数は40群 (lg訂)
から51群 (1991)に増加したにもかかわらず,全
頭数は変わっていなかった｡したがって,一群あ
たりの平均頭数は30頭前後からおよそ25頭に少な
くなっていた｡
アンケートの検討 :山口県岩国市の野生ニホンザ
ル生息地で全自治会長にアンケート用紙を配付し,
1991年10月15日から11月15日の間,ニホンザルと
遭遇した自治区の人およびその時のサルの状況の
記録を依頼した｡
この結果,岩国市には30頭前後の群れが2群,
5頭前後の小集団が2グループいることが分かっ
た｡
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